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氏名：   上原 慶子        実施国：  カンボジア 協力活動 

活動名称 
カンボジア王国ポーサット州における幼児教育 NGO「TukTuk」での 

「デジタルライブラリープロジェクト」 

実施期間 2020 年 12 月 1日 ～ 2021 年 6 月 30 日 

（1）申請した動機 

協力隊として活動していた際から交流があった、幼児教育系の NGO 団体「TukTuk」が、2021 年 1 月よ

りデジタル教材のプラットフォームである「デジタルライブラリー」を、対象校を増やして広めていくというこ

とを聞いていた。そこで、ポーサット州の幼児教育発展の一助になりたいと考え、2020 年 12 月より団体

の一員として本格的に活動し始めた。 

現地に行って実際にプロジェクトを進めていくためには、まずはコロナ禍での渡航にかかる PCR 検査

や入国時のデポジット代、および 14 日間の隔離費用等が必要であった。また、現地で活動をするにあた

ってのビザやワークパーミット、さらには日々の活動やワークショップの機材として、カメラ等を購入する費

用が必要だったため、是非この助成金を使用することが出来たらと考えた。 

 

（2）活動内容概要 

これまでサポートを行ってきた 8 校に加え、新たに 5 校の幼稚園クラスにて「デジタルライブラリー」の

周知を行った。予定としては、インターネット環境が不安定な学校でもデジタル教材を教室で使うことが出

来るよう、Wi-Fi スポットとしての役割を果たす、TukTuk 独自開発の「アクセスボックス」を設置し、サポー

ト校へパソコンを 1 台ずつ、各クラスにタブレットを 1 台ずつ配布することで、デジタルライブラリーに接続

できる専用のデバイスとして、教員に活用してもらうことを想定していた。そして、これらの活動は多くの教

員にとっては普段馴染みのないものであるため、ワークショップを通して、それぞれのデバイスの使い方

から、デジタルライブラリーの活用方法、各教材の使い方などをレクチャーする計画で、保護者へもスマ

ートフォンを使って教材をダウンロードし家庭学習に活かしてもらえるようにすることを考えていた。 

しかし、コロナウイルスの影響で 2021 年 3 月以降から 2021 年 6 月時点まで幼稚園は閉鎖になり、予

定していた上記の活動が行えなくなってしまった。サポート校の教師とも対面で会うことは難しく、「アクセ

スボックス」の設置はもちろん、ワークショップを行うことも出来なかったことから、それに代わる活動に変

更してプロジェクトを進めることにした。その主な活動が、「デジタルライブラリー」の中身を充実させるた

めの、デジタル絵本やレクレーション、歌やワークシートなどのデジタル教材の作成、ワークシートの配

布、ワークショップビデオの作成、SNS によるデジタル教材の発信であった。また、教員とは SNS や毎月

の電話インタビューを通じて、それぞれの幼稚園の状況を教えてもらいながら、教員の要望を交えた教材

作りを進めてきた。 

 



（3）活動の成果・苦労した点・反省点等 

コロナウイルスの影響で、予定していた活動が出来なくなってしまったことは、苦労した点の一つであ

る。主に、ワークショップが実際に開催できなくなったことで、その代わりとして他の活動内容を考えたり、

状況に合わせて随時予定を変えていかなければならなかったことは、時に思い通りに行かないことから、

気持ちを前向きにすることが難しく感じることもあった。そのような中で現地のスタッフと目標に向かってプ

ロジェクトを進めていくのも、大変な点であった。ただ、少しずつではあるが新しいリソースパッケージが 1

つ完成し、ワークショップの代替活動も日々前に進んでいるのは、活動の成果であると思う。 

一方で、スタッフとの仕事に対する考え方の違いによって、業務管理が上手く出来ていないことや、現

地スタッフや協力団体、パートナーの教員とのコミュニケーションがきちんと取れていないということにも気

付くことができた。今はそれに気を付けながら、活動を進めているところである。 

 

（4）今後のプラン 

引き続きこれまでに行ってきた活動は継続し、年内までにさらに新しい絵本一冊と、そのリソースパッケ

ージの作成を進める。年内に学校が再開することになれば、状況を見ながら当初予定していたワークショ

ップの開催をはじめ、出来るだけ多くサポート校の教員と直接会いながら、まずはコミュニケーションを密

に行っていきたい。そして、サポート校の教員へはワークショップを通して、その他の教員へはソーシャル

メディア等を通じて TukTuk の教材を紹介し、教員にとって少しでも授業アイデアの幅を広げることができ

たら良いと考える。 

 

 


